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1/100
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280
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洪水調節容量



400㎜
想定

280
m3/s60

m3/s

洪水調節容量
満杯

ダム容量は
有限



400㎜
超える

洪水調節
不能



ダムがなく
ても安全

ダムがあっ
ても危険

ダ
ム
効
果

400
500

300



想定した洪水を
有限容量のダムで押し込める

想定外の洪水から命は守れない



「想定の100年に一度
（1/100）の大雨に

対して
石木ダムは有効」

本当か？

県説明



想定
100年に一度の大雨

（1/100)

ダム 無
1400m3/s  氾濫

ダム 有
1130m3/s  氾濫せず

便益 費用比較
B/C＞１

ダム事業（治水）
「継続」

ダム以外
有効な対策

ないか

ダムが
一番有効



雨量ﾃﾞｰﾀ

川棚川
流域平均雨量
400mm/24h

100年に一度の大雨
（1/100)



川棚川流域内
降り方が異なる



A雨量×A面積＋B雨量×B面積＋C雨量×C面積

A面積＋B面積＋C面積

流域平均雨量
流域平均雨量の発生確率を求めるとき、

一か所の観測所の雨量データだけで
計算すると実態を表さない

流域平均雨量



川棚川流域平均雨量は佐世保の0.94倍

＊過去の実績データの相関から
川棚川流域平均雨量は佐世保の0.94倍と推定



相関を求めた
データ

出してください



佐世保日雨量
150

川
棚

川
流

域
平

均
日

雨
量

150mm以上
まったく
相関無

なぜ
こんな無理

押し通すのか



川棚川流域の流域平均雨量

同流域に雨量計が存在しなかった

川棚川流
域の各観測所の雨量を推算

佐世保観測所雨量×

０．９４

昭和22年から昭和

60年までは

裁判
県説明



昭和49年～

昭和22年～



川棚川流域の流域平均雨量

同流域に雨量計が存在しなかった

川棚川流
域の各観測所の雨量を推算

佐世保観測所雨量×

０．９４

昭和22年から昭和

60年までは

裁判
県説明

ウソ



川棚川流域平均雨量＝佐世保雨量×0.94
不合理

治水計画のスタート
計画雨量不可解



100年に一度の大雨
（1/100)

ダム 無
1400m3/s  氾濫

ダム 有
1130m3/s  氾濫せず

便益 費用比較
B/C＞１

ダム事業（治水）
継続

ダム以外
有効な対策

ないか

ダムが
一番有効



洪水流出モデルの検証

実績洪水流量
で検証



基準地点と
ダム地点の

流量観測は必須

石木ダム地点
流量データなし

昭和42年7月9日
流量データなし



石木ダム流量

流出計算結果
昭和42年7月9日の雨の降り方の時

洪水量

山道橋流量



13時で
洪水ﾋﾟｰｸ一致



山道橋 流域面積
77.1km2

石木ダム 流域面積
9.3km2



本川洪水より
先に

石木川洪水は
流下する

洪水流量ピーク時刻が
一致するわけない



石木ダム流入量

石木ダム放流量

山道橋
ダム無流量

ダム有流量

県
計算



石木ダムピーク
2時間早いと

山道橋
ダム無流量
1400m3/S

より小

ダムが
なくても

安全



洪水流出計算がおかしい

計画洪水量もダムの効果も
信用できない



100年に一度の大雨
（1/100)

ダム 無
1400m3/s  氾濫

ダム 有
1130m3/s  氾濫せず

便益 費用比較
B/C＞１

ダム事業（治水）
継続

ダム以外
有効な対策

ないか

ダムが
一番有効



雨の降り方
場所によって変わる



日本気象学会
論文

気象研究所発表

昭和42年7月9日豪雨



山道橋

石木川流域雨量
少ない



流出計算の時
流域にどんな雨の降り方を

与えていますか？



昭和42年7月9日
佐世保の

雨の降り方



山道橋

洪水流出計算



分割流域ごとに雨の降り方は
異なる

全流域に流量が多く出る
雨の降り方を想定

実体とかけ離れた洪水量



100年に一度の大雨
（1/100)

ダム 無
1400m3/s  氾濫

ダム 有
1130m3/s  氾濫せず

便益 費用比較
B/C＞１

ダム事業（治水）
継続

ダム以外
有効な対策

ないか

ダムが
一番有効



山道橋

洪水流出計算

降った雨は
氾濫しないで
流れてくる



河川整備計画
今後30年間

1/100

1/30



1/100

1/30



河川整備計画期間
（今後少なくとも約30年間）

1/100洪水は上流で溢れて
山道橋まで流れてこない



100年に一度の大雨
（1/100)

ダム 無
1400m3/s  氾濫

ダム 有
1130m3/s  氾濫せず

便益 費用比較
B/C＞１

ダム事業（治水）
継続

ダム以外
有効な対策

ないか

ダムが
一番有効

？？ ？



根本の治水計画に
信なし


